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波長多重のエンタングルメント配送は量子通信の通信容量を大容量化のための有望な手法であ

る。これまで、波長分割多重(WDM)技術を用いて広帯域なパラメトリック下方変換 (SPDC)によ

るエンタングルメント光子対を偏光自由度[1]や time-bin 自由度[2]で配送する実証実験がなされて

いる。しかし、広帯域な光子対を波長フィルタによって複数の波長多重チャンネルに分割するこ

とは光子対の輝度の低下に繋がる。本研究[3]では、共振器内で発生する共振器増強 SPDC と Sagnac

干渉計を組み合わせた偏光エンタングルメント光子対[4]が周波数コム形状を持っていることを利

用してこの問題を解決する。光子対源として両端に反射コーティングを付与した FSR が 12.5 GHz

の単共鳴型 PPLN 導波路共振器(PPLN/WR)を用い、高密度波長分割多重(DWDM)技術に適した

25GHz 間隔の 16ch でエンタングルメント配送を行った。その結果、各 ch において 0.81 から 0.96

の忠実度の偏光エンタングルメントを観測したのでこれを報告する。 

 
図 1 実験構成図 
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